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お茶の水女子大学日本言語文化学研究会 

 

会話分析的会話教育の活動デザイン 
-相互行為に着目した教材作成のプロセスから- 

講演者：岩田夏穂 （大月短期大学） 

       初鹿野阿れ （名古屋大学） 
『にほんご会話上手！』著者 (2012年 6月アスク出版刊行予定) 

 
日時： 2012年 6月 1日（金）18：00－19：30 

場所： お茶の水女子大学  

人間文化創成科学研究科・全学共用研究棟 6階大会議室 

参加費： 会員無料／非会員 500円（当日入会可） 

お申し込み：①氏名・②所属・③連絡先（e-mail＋電話番号）を明記の上 

事務局 genbun@cc.ocha.ac.jp までお送りください。 

※メールの件名を「講演会への申し込み」としてください。 
※申し込み締め切り：5月 25日（金） 

 
「会話が上手になりたい」は、日本語教師が最もよく耳にする学習者の希望のひと

つでしょう。会話は、互いに相手の言葉に合わせて瞬時に適切な発話を調整しながら
展開する相互行為です。会話の上達には、学習者が日本語の会話展開の構造や会話者
の振る舞いについて知り、実際の会話でそれを意識できるようになることが有効で
す。 
本講演では、会話展開の意識化を促すために、会話教育でどのような活動設定が可

能かということについてお話しします。そこでは、教材作成において依拠した、会話
における人々の行為のメカニズムを明らかにする「会話分析」の知見についてもご説
明します。そして、「話を始める・続ける・変える・終わる」のプロセスで起きるさ
まざまな問題とその対処に注目したタスクのデザインをご紹介します。 
会話教育や会話データの分析に関心のある方、これから始めてみたい方など、多く

の方の参加をお待ちしています。 

お茶の水女子大学へのアクセス 

東京メトロ丸ノ内線「茗荷谷」駅より徒歩 7分 

東京メトロ有楽町線「護国寺」駅より徒歩 8分 

都営バス「大塚二丁目」停留所下車徒歩 1分 

研究棟：正門を入って直進、突き当たり右折し高校校庭
を右手に見ながらすぐ左折、しばらく直進。生協横の階

段を上り、右につきあたりまで進み、左折。日本家屋の

となりの建物の６階です。 

です。 

●特別講演会●  

 


